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【技術の名称】
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－圧縮抵抗型 CFT ブレース補強工法－ 
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【取得者】

CFT-SS 補強工法開発推進研究会 

【技術の概要】

 本技術は、軸圧縮剛性と耐力が高いコンクリート

充填鋼管を圧縮のみに抵抗させる斜材（以下、CFT

ブレースと称する）として使用する耐震補強工法で

ある。CFTブレースの鋼管内部と接合部（CFTブレー

スと既存躯体の間）に高流動コンクリートを同時打

設し、CFTブレースと既存躯体を一体化させる。こ

れによりグラウト工事、型枠工事、施工時重量の軽

減などの効果が得られる。CFTブレースに発生する

圧縮力は、主に支圧によって既存躯体に伝達させる。

上部接合部および下部接合部に設けるエンドプレ

ートは鋼管が負担する圧縮力を分散させることで

接合部コンクリートの支圧破壊を防ぐものである。

また、上部接合部の異形鉄筋はCFTブレースと接合

部コンクリートを付着力により連結させ、下部接合

部の丸鋼はCFTブレースに引張力が作用した時に

CFTブレースと接合部を離間させ、かつ位置を保持

するためのニードルベアリングとして機能する。 

【技術開発の趣旨】

 本技術は、CFTブレースに圧縮力が作用していれ

ば、これと既存骨組は圧着した状態になるので、ス

タッドやあと施工アンカーが不要となり、結果的に

鉄骨枠が不要となる。つまり、CFTブレースに圧縮

力のみが作用するようにすれば、コストと工期の削

減が期待できる。また、既存架構のはつり、孔開け

工事の低減により施工環境の改善が期待できる。 

【性能証明の内容】

 本技術についての性能証明の内容は、以下の通り

である。 

 申込者が提案する「CFT-SS補強工法 設計・施工

指針」に従って設計・施工されたCFTブレースと既

存骨組からなる耐震補強架構は、同指針で規定して

いる終局耐力および変形性能（耐震診断において用

いる靭性指標F値）を有する。 
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